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萩
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
第
１
期　

入
選
作　
原
田
秀
子
さ
ん
（
萩
市
堀
内
）「
虎
ヶ
崎
の
ツ・バ・キ
」



花
の
咲
き
誇
る
萩
で
春
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
４
月
８
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）

　
　
萩
し
ー
ま
ー
と
及
び
漁
港
周
辺

問
い
合
わ
せ　

萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８・２
４・４
９
３
７
）

　
　
５
月
１
日
（
日
）
〜
５
日
（
祝
）

　
　
萩
市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）

　
　
５
月
３
日
（
祝
）・
４
日
（
休
）

　
　
萩
城
跡
指
月
公
園

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

笠
山
椿
群
生
林
は
２
万
５
０
０
０
本
の
椿
が
見
頃
で
す

展
望
車
か
ら
見
る

山
陰
の
海
は
絶
景
！

Ｊ
Ｒ
快
速　
萩
・
長
門

ブ
ル
ー
ラ
イ
ナ
ー
号

萩
・
椿
ま
つ
り

　
萩
市
北
東
部
に
位
置
す
る
虎
ヶ
崎
約

10ha
に
は
、
約
60
種
、
２
万
５
０
０
０
本

の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
自
生
し
、
昨
年
12
月

３
日
に
開
花
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。
２

月
中
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
が
見
ご
ろ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
19
日
〜
３
月
21
日

と
こ
ろ　
笠
山
虎
ヶ
崎
の
椿
群
生
林

【
主
な
催
し
】

　

椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人
に
よ
る
案
内

（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。
土
曜
・
日

曜
日
・
祝
日
は
会
場
で
受
付
、
無
料
。

平
日
は
予
約
制
）

【
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
の
み
】

イベント情報は、萩ポータルサイト
「萩・情報の駅」http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/portal/ でも見ることができます。

萩
焼
ま
つ
り

春
の
お
魚
ま
つ
り

萩
・
大
茶
会

と　
き　
３
月
６
日
（
日
）

と
こ
ろ　
道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

　
萩
の
早
春
の
風
物
詩
。
し
ろ
魚
の
踊

り
喰
い
や
四
つ
手
網
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

し
ろ
魚
料
理
の
販
売
な
ど
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）

と　
き　
３
月
12
日
（
土
）

と
こ
ろ　
千
春
楽
味
楽
亭

　
新
酒
の
で
き
る
春
先
に
行
わ
れ
る
、

萩
地
域
の
地
酒
と
肴さ
か
な
を
楽
し
む
会
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課
内

萩
の
酒
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
１
０
８
）

萩
・
し
ろ
魚
ま
つ
り

萩
の
酒
ま
つ
り

　
下
関
か
ら
萩
ま
で
、
山
陰
線
を
走
る

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
タ
イ
プ
の
展
望
列
車

（
４
両
編
製
）、
萩
・
長
門
ブ
ル
ー
ラ
イ

ナ
ー
号
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

料　

金　

乗
車
券
と
座
席
指
定
券

（
５
１
０
円
）
が
必
要
で
す
。

運
転
日　

３
月
19
日
〜
６
月
26
日
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日

＊
４
月
29
日
〜
５
月
８
日
は
毎
日
運
行

停
車
駅　
新
下
関
、下
関
、川
棚
温
泉
、

滝
部
、
長
門
市
、
仙
崎
（
往
路
）、
萩
、

東
萩

問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｒ
東
萩
駅

（
０
８
３
８・２
２・０
２
７
１
）

　
例
年
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
萩

し
ろ
魚
ま
つ
り
」
３
月
６
日
（
日
）、「
萩
の
酒
ま
つ
り
」
３
月
12
日
（
土
）。
萩
を
「
食
」

で
売
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
た
観
光
協
会
・
事
業
部
メ
ン
バ
ー
の
発
案
で
、
既
存
の

味
覚
イ
ベ
ン
ト
を
核
に
、
市
内
の
旅
館
・
料
理
屋
・
酒
蔵
な
ど
で
も
期
間
限
定
メ
ニ
ュ

ー
の
提
供
や
、
酒
蔵
の
開
放
な
ど
の
ミ
ニ
企
画
を
２
週
間
に
渡
っ
て
展
開
す
る
「
萩
・

ま
ち
じ
ゅ
う
味
め
ぐ
り
」
を
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
。

　
点
か
ら
線
へ
、線
か
ら
面
へ
、更
に
は
時
間
的
広
が
り
を
持
っ
た
、大
き
な
塊
と
し
て
、

萩
の
「
食
」
を
全
国
に
発
信
し
、
個
々
の
祭
の
賑
わ
い
と
、
観
光
客
の
増
加
に
結
び
つ

け
よ
う
と
い
う
試
み
。□

問
い
合
わ
せ　
萩
市
観
光
協
会
（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）

花
の
咲
き
誇
る
萩
で
春
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

花
の
咲
き
誇
る
萩
で
春
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

3 21
まで

萩
を
「
味
の
町
」
で
売
り
出
す

萩
・
ま
ち
じ
ゅ
う
味
め
ぐ
り

　
椿
の
苗
木
・
椿
グ
ッ
ズ
・
特
産
品
販
売

【
日
曜
日
・
祝
日
】

　
抹
茶
席
、
郷
土
芸
能
披
露

【
会
場
ま
で
の
交
通
】

　
越
ヶ
浜
市
営
駐
車
場
か
ら
、
明
神
池

上
駐
車
場
を
経
由
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行

　
「
昨
年
の
夏
の
晴
天
で
、
今
年
は
、

例
年
に
な
く
花
が
多
く
、
長
い
間
楽
し

め
る
」
と
、
椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人
も
お

勧
め
。ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課
内

　

萩
・
花
ご
よ
み
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

2 27

〜
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昨
年
７
月
に
、
萩
開
府
４
０
０
年
を

記
念
し
て
運
航
を
開
始
し
た
萩
八
景
遊

覧
船
。
11
月
末
ま
で
に
８
０
０
０
人
を

超
え
る
お
客
様
に
ご
乗
船
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
３
月
１
日
よ
り
２
年
目
の
運
航
を

開
始
し
ま
す
。

◇
運
航　
３
月
か
ら
11
月　
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
（
受
付
は
午
後
４
時
ま

で
）
※
荒
天
時
欠
航

◇
料
金　

大
人
１
２
０
０
円
、
小
人

６
０
０
円
（
20
人
以
上
の
団
体　
大
人

１
０
０
０
円
、
小
人
５
０
０
円
）

　
萩
市
観
光
協
会
は
、
昨
年
１
年
間
の

観
光
客
数
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

　

昨
年
の
観
光
客
数
は

１
４
２
万
８
６
３
０
人
で
、
前
年
比

99
・
９
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。
宿
泊
客
数
は

44
万
１
６
７
９
人
で
、
前
年
比
92
・
４
％

と
減
少
と
な
っ
た
。

　

夏
場
は
猛
暑
と
台
風
に
見
舞
わ
れ
、

団
体
客
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
前

年
を
大
幅
に
ダ
ウ
ン
。
秋
に
は
、
萩
博

物
館
の
開
館
や
萩
開
府
４
０
０
年
記
念

　
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」

で
は
２
月
か
ら
、
歴
史
遺
産
の
保
存
や
活

用
を
図
る
た
め
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト

運
動
を
始
め
た
。
萩
に
し
か
な
い「
宝
物
」

を
次
世
代
に
伝
え
る
の
が
目
的
。

　
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
手

法
。
幕
末
の
志
士
の
旧
宅
な
ど
老
朽
化

が
著
し
い
物
な
ど
を
、
賛
同
者
の
信
託

金
で
保
存
・
修
復
の
費
用
に
充
て
る
も

の
。
市
内
８
つ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
募

金
箱
を
設
置
し
、
募
金
箱
の
前
に
は
写

　
昨
年
11
月
11
日
に
開
館
し
た
萩
博
物

館
の
入
館
者
が
、
２
月
16
日
５
万
人
に

達
し
た
。
年
間
15
万
人
を
目
標
と
し
て

お
り
予
定
よ
り
早
い
達
成
。

　
５
万
人
目
の
入
館
者
は
千
葉
県
成
田
市

の
主
婦
大
山
靖
美
さ
ん
（
42
）。
野
村
萩

市
長
か
ら
市
花
・
ツ
バ
キ
の
ア
ー
ト
盆
栽

な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。「
主
人
と

観
光
旅
行
で
訪
れ
た
。
萩
は
大
学
時
代
に

遊
び
に
来
て
以
来
22
年
ぶ
り
。
５
万
人
目

と
聞
い
て
び
っ
く
り
」
と
、
木
の
香
り
あ

ふ
れ
る
萩
博
物
館
に
喜
ん
で
い
た
。

萩
市
、
川
上
村
、
田
万
川
、
む
つ
み
村
、
須
佐
町
、
旭
村
、
福
栄
村
の

１
市
２
町
４
村
は
、
３
月
６
日
（
日
）
新
設
合
併
し
ま
す
。（
８
ペ
ー
ジ
）

萩
博
物
館

入
館
５
万
人

〜
開
館
３
か
月
で
達
成
〜

萩
八
景
遊
覧
船

３
月
１
日
運
航

昨
年
の
観
光
客
数

１
４
３
万
人
で

ほ
ぼ
横
ば
い

〜
今
年
は
温
泉
で

新
た
な
滞
在
型
観
光
へ
〜

ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
運
動

（
１
０
０
円
信
託
）
ス
タ
ー
ト

〜
萩
の
町
の
保
存
へ
〜

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
11
〜
12
月
は
前
年

比
10
％
以
上
の
観
光
客
数
を
記
録
し
、

前
年
並
み
を
維
持
で
き
た
。

　
観
光
協
会
の
光
國
良
子
会
長
は
、「
昨

年
掘
り
当
て
た
温
泉
と
、
近
世
の
都
市

遺
産
が
残
る
町
並
み
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

て
、
宿
泊
滞
在
型
の
新
た
な
観
光
を
目

真
な
ど
で
具
体
的
な
修
復
物
件
を
明
示

し
て
賛
同
者
を
募
り
や
す
く
す
る
。

　

高
木
正ま
さ
の
り煕
・
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
館
長
は
「
早
く
信
託
金
を
使
っ
た
事

業
を
行
い
、
協
力
の
輪
を
広
げ
た
い
」

と
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
各
施
設
に
は
、
ど
ね
い

し
ょ
ん
ボ
ッ
ク
ス
（
寄
付
箱
）
が
置
い

て
あ
り
、
03
年
度
は
４
１
０
万
円
の
収

入
が
あ
っ
た
。

□
問
い
合
わ
せ　
萩
市
観
光
課
（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

指月山 

萩城跡 萩城跡 

倉江 倉江 
玉江浦 玉江浦 

卍観音院 

JR玉江駅 

日本海 

堀内伝建地区 堀内伝建地区 

堀内伝建地区 堀内伝建地区 
平安橋 平安橋 

●釣りバカ日誌ロケ地 ●釣りバカ日誌ロケ地 
●口羽家住宅 ●口羽家住宅 

●旧田中別邸 ●旧田中別邸 

平
安
古
松
原 

平
安
古
松
原 

平安古伝建地区 平安古伝建地区 

橋本川 

萩
城
外
堀 

萩
城
外
堀 

女台場 

萩城城下町 萩城城下町 

P
P

P

菊ケ浜 菊ケ浜 

乗降場所 
指月小橋横 

【
設
置
場
所
】

　
旧
久
保
田
家
住
宅
、伊
藤
博
文
別
邸
、

旧
湯
川
家
屋
敷
、
桂
太
郎
旧
宅
、
青
木

周
弼
旧
宅
、
木
戸
孝
允
旧
宅
、
口
羽
家

住
宅
、
旧
田
中
別
邸

　
以
上
８
か
所
（
順
次
拡
大
）



同
志
ら
眠
る
霊
山
に
埋
葬

木戸孝允終焉の地　

　
「
桂
小
五
郎
」
は
幕
末
、
長
州
藩
の

青
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
尊
そ
ん
じ
ょ
う

攘
・
討
幕

運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
し
た
。
剣

豪
と
し
て
の
武
勇
伝
や
芸げ
い
こ妓

幾
松
（
松

子
）
と
の
ロ
マ
ン
ス
な
ど
、「
陽
」
の

イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。

　
桂
は
１
８
６
６（
慶
応
２
）年
９
月
、

幕
府
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
藩
命

に
よ
り
木
戸
と
改
姓
。
と
こ
ろ
が
明
治

と
い
う
新
時
代
が
訪
れ
る
や
、「
木
戸

孝
允
」
は
途
端
に
生せ
い
さ
い彩
を
失
い
、「
陰
」

の
時
期
に
突
入
す
る
。

　
新
政
府
の
参
与
、
参
議
と
い
っ
た
要

職
を
歴
任
し
た
も
の
の
、
版
籍
奉
還
後

の
方
針
や
、
清
国
や
朝
鮮
へ
の
使
節
派

遣
な
ど
、
木
戸
が
打
ち
出
す
政
策
は
タ

イ
ミ
ン
グ
が
悪
く
、上
手
く
い
か
な
い
。

１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
の
「
征
韓
論

争
」
で
は
、
大
久
保
利
通
と
組
ん
で
西

郷
隆
盛
と
対
立
し
た
が
、
途
中
で
リ
タ

イ
ア
し
て
し
ま
っ
た
。

　
続
い
て
大
久
保
が
唱
え
た
「
台
湾
出

兵
」
に
も
、
木
戸
は
内
治
優
先
、
時
期

尚
早
を
唱
え
て
反
対
す
る
が
、
押
し
切

ら
れ
て
し
ま
う
。
健
康
状
態
も
悪
化
し

て
い
た
木
戸
は
、
大
久
保
批
判
を
日
記

に
記
し
な
が
ら
、
い
っ
た
ん
政
府
か
ら

去
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
２
月
の

「
大
阪
会
議
」
で
、
木
戸
は
大
久
保
に

三
権
分
立
を
認
め
さ
せ
、
政
府
に
復

帰
す
る
が
、
病
魔
と
の
闘
い
は
続
く
。

１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
１
月
、
天
皇

の
関
西
巡
行
に
従
っ
た
木
戸
だ
が
、
京

都
に
着
い
た
途
端
、
ま
た
も
や
持
病
を

発
す
。
そ
し
て
、
近
衛
家
屋
敷
を
買
い

取
っ
た
別
邸
で
療
養
生
活
に
入
る
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
下
野
し
た
西
郷

が
、
鹿
児
島
で
不
平
士
族
に
擁
さ
れ
、

西
南
戦
争
を
起
こ
す
。
こ
れ
を
挽
回
の

好
機
と
考
え
た
木
戸
は
、
み
ず
か
ら
兵

を
率
い
鎮
圧
に
赴
き
た
い
と
願
う
が
、

容い

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
し
希
望
が
叶

っ
た
と
し
て
も
、
そ
ん
な
体
力
は
残
っ

て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
病
が
重
く
な
る
と
、
木
戸
は
自
分
の

遺い
が
い骸

は
東
山
霊
山
に
葬
る
よ
う
願
っ

た
。
霊
山
に
は
同
志
の
来
島
又
兵
衛
や

久
坂
玄
瑞
、坂
本
龍
馬
が
眠
っ
て
い
る
。

最
も
輝
い
た
幕
末
の
日
々
が
、
木
戸
の

脳
裏
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　
５
月
18
日
に
は
天
皇
み
ず
か
ら
木
戸

の
邸
を
慰
問
し
、「
朕ち
ん
深
く
こ
れ
を
憂

ふ
、
そ
れ
よ
く
保
護
を
加
え
よ
」
の
言

葉
を
与
え
た
。
感
激
し
た
木
戸
は
、
合

掌
し
な
が
ら
天
皇
を
見
送
っ
た
と
い

う
。

　
あ
る
夜
、眠
り
か
ら
突
如
醒さ

め
て「
西

郷
も
ま
た
大
抵
に
せ
ん
か
」
と
、
怒
鳴

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
５
月
26
日
、
45

歳
で
他
界
し
、
霊
山
に
埋
葬
さ
れ
た
。

木
戸
終
し
ゅ
う
え
ん
焉
の
邸
跡
は
、
京
都
市
中
京

区
の
石
長
旅
館
や
職
員
会
館
か
も
が
わ

の
地
で
、
碑
が
建
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
残
さ
れ
た
妻
松
子
は
中
京
区

木
屋
町
通
り
の
元
長
州
藩
控
え
屋
敷
で

余
生
を
送
り
、１
８
６
６（
明
治
19
）年
、

44
歳
で
没
。
孝
允
の
墓
の
隣
に
埋
葬
さ

れ
た
。
屋
敷
は
料
亭
幾
松
と
な
り
、
い

ま
も
残
る
。

（
平
成
17
年
１
月
９
日
付
朝
日
新
聞
山

口
県
内
版
「
関
西
の
防
長
４９
」
よ
り
）

萩
市
特
別
学
芸
員　
一
坂
太
郎

（
菊
川
町
在
住
）

輝いた幕末　脳裏に

関西の萩⑦

▲1916年に建立された「木戸孝允旧跡」の石碑

▲京都屋敷跡の一角に建てられた桂小五郎の銅像
・現在の京都ホテルオークラ（中京区河原町御三区）が建つ場所
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の
経
営
に
も
打
撃
を
与
え
ま
し
た
が
、

航
空
貨
物
、
客
船
（
ク
ル
ー
ズ
）
の
分

野
に
業
容
を
拡
大
し
て
危
機
を
乗
り
切

っ
て
参
り
ま
し
た
。
来
年
、
創
業
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
私
は
当
初
、
造
船
担
当
の
取
材
記
者

と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
デ

ス
ク
を
経
て
、
昭
和
の
最
後
の
年
か
ら

一
昨
年
ま
で
15
年
間
、
航
空
貨
物
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

海
外
に
も
よ
く
取
材
に
出
か
け
、

な
か
で
も
中
国
に
は
１
９
８
１
年
を

皮
切
り
に
た
び
た
び
行
き
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
か
ら
３
年
間
毎
年
上
海
を

訪
れ
、
特
集
記
事
を
書
き
ま
し
た
。
昨

年
、
入
社
以
来
の
取
材
・
編
集
業
務
か

ら
足
を
洗
い
、
現
在
は
総
務
・
人
事
・

経
理
を
見
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
１
年
か
ら
東
京
指
月
会
の
事

務
局
長
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年

は
河
村
建
夫
文
部
科
学
大
臣
（
当
時
）

の
「
祝
う
会
」
や
萩
四
高
校
在
京
同
窓

会
で
多
忙
で
し
た
が
、
充
実
し
た
１
年

で
し
た
。

　
年
が
明
け
て
春
を
迎
え
、
そ
ろ
そ
ろ

今
年
の
大
会
（
10
月
）
の
準
備
が
始
ま

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
阿
武
町
奈
古
の
出
身
で
、
実
は

萩
の
こ
と
は
あ
ま
り
よ
く
知
り
ま
せ

ん
。萩
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
の
は
、

萩
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
で
す
が
、
こ

の
３
年
間
は
汽
車
通
で
し
た
か
ら
、
学

校
と
の
往
復
で
毎
日
が
過
ぎ
て
い
ま
し

た
。

　
萩
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
萩
高
卒
業
18
年
後
に
東
京
で
の

同
期
会
に
出
席
し
て
か
ら
で
す
。
そ
の

後
、毎
年
の
よ
う
に
同
期
会
を
開
催
し
、

萩
出
身
の
同
期
生
と
交
流
が
続
き
ま
し

た
。

　
１
９
９
８
年
に
は
私
ど
も
の
期
が
東

京
指
月
会
の
引
受
幹
事
を
や
り
ま
し
た

が
、
そ
の
縁
で
東
京
指
月
会
の
事
務
局

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
三
隅
田

良
吉
会
長
を
は
じ
め
萩
出
身
の
多
く
の

方
々
と
知
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
私

の
萩
の
思
い
出
は
東
京
に
あ
り
ま
す
。

　
３
月
６
日
に
新
「
萩
市
」
が
誕
生
し

ま
す
が
、
私
の
ふ
る
さ
と
の
阿
武
町
は

合
併
に
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
か

げ
で
、
東
京
指
月
会
で
は
肩
身
の
狭
い

思
い
を
し
て
お
り
ま
す
が
、新
「
萩
市
」

が
阿
武
町
と
仲
良
く
や
っ
て
い
か
れ
る

よ
う
希
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

昭
和
43
年
萩
高
校

卒
、
昭
和
48
年
東
京
大
学
文
学
部
西
洋

史
学
科
卒
。
同
年
４
月
㈱
海
事
プ
レ
ス

社
入
社
。
平
成
２
年
取
締
役
。「
日
刊

航
空
貿
易
」
編
集
長
、
雑
誌
「
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｇ
Ｏ
」
編
集
長
を
経
て
現
職
。
妻
・
悦

子
は
会
津
若
松
出
身
。
社
会
人
の
長
男

と
３
人
暮
ら
し
。

　ズーム
　アップ・・
三
浦　

孝
夫
氏

（
埼
玉
県
在
住
、
昭
和
43
年
萩
高
校
卒
、
54
歳
）

私
の
近
況

萩
の
思
い
出

合
併
後
の
萩
市
が
阿
武
町
と

仲
良
く
や
っ
て
い
か
れ
る
よ

う
希
望
し
て
や
み
ま
せ
ん

萩
へ
の
一
言

に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
の
会
社
は
当
時
、
海
運
造
船
業
界

を
対
象
に
し
た
専
門
紙
を
発
行
し
て
お

り
、
業
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で

し
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
両
業
界
は

構
造
不
況
に
突
入
し
、
私
ど
も
の
会
社

㈱
海
事
プ
レ
ス
社　
取
締
役
企
画
管
理
部
長

　
大
学
を
卒
業
し
て
今
の
会
社
に
入
っ

て
32
年
に
な
り
ま
す
。
私
が
入
社
し
た

年
は
１
９
７
８
年
で
、
そ
の
年
の
10
月

萩地域の高校の定員数募集定員
（人）

学　校　名

１６０
２６
２１

２１

萩
理　数

萩工業 ２５電　気

普　通

機　械

建設工学
３５
１７

萩商業
国際情報

総合ビジネス

募集定員
（人）

学　校　名

１２０
２５
２１

２１

萩光塩学院
生物資源科学奈　古

９４普　通
生活総合科学

英語コース
１５
２８

大　津

海洋科学
海洋技術

水　産

　
３
月
に
な
る
と
、
県
立
高
校

の
入
学
試
験
が
行
な
わ
れ
ま

す
が
、
少
子
化
の
影
響
で
萩
地

域
の
各
高
校
の
募
集
定
員
も

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
４
校
（
萩
高
、萩
工
業
、

萩
商
業
、
萩
光
塩
学
院
）
の
生

徒
数
と
学
級
数
に
つ
い
て
、
平

成
10
年
と
平
成
16
年
を
比
較

す
る
と
、
生
徒
数
は
２
０
１
２

人
か
ら
１
５
３
８
人
へ
、
学
級

数
は
55
か
ら
44
へ
と
、
減
少
し

て
い
ま
す
。
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フ
グ
科
マ
フ
グ
。マ
フ
グ
の「
マ
」は
、

マ
ダ
イ
や
マ
ア
ジ
の「
マ
」と
同
じ
で
、

漢
字
で
書
く
と
「
真
」、
ま
さ
に
真
の

フ
グ
で
す
。
萩
・
笠
山
の
椿
群
生
林
が

見
ご
ろ
を
迎
え
る
２
月
か
ら
、
萩
・
見

島
沖
の
漁
場
で
マ
フ
グ
漁
が
本
格
化
し

ま
す
。
マ
フ
グ
は
ト
ラ
フ
グ
に
比
べ
る

と
や
や
小
型
で
、
体
の
表
面
に
ト
ゲ
が

な
く
、
な
め
ら
か
な
こ
と
か
ら
「
ナ
メ

タ
」
ま
た
は
「
ナ
メ
ラ
」
と
よ
ば
れ
、

萩
を
中
心
と
す
る
北
浦
地
区
で
、
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
お
魚
で
す
。

　
マ
フ
グ
は
フ
グ
料
理
の
王
道
「
ふ
く

刺
し
」「
ち
り
鍋
」「
唐
揚
げ
」
と
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
一
流
の
味
で
、
特
に
オ

ス
だ
け
に
入
っ
て
い
る
「
白
子
」
は
、

ま
さ
に
お
宝
、
左
党
を
う
な
ら
せ
る
珍

味
で
す
。
よ
く
ト
ラ
フ
グ
と
比
較
を
さ

れ
ま
す
が
、
天
然
ト
ラ
フ
グ
は
、
透
き

と
お
っ
た
身
と
、
一
片
の
曇
り
も
な
い

純
粋
な
旨
み
、
さ
ら
に
、
職
人
技
に

　

中
屋
さ
ん
は
萩
高
等
学
校
を
卒
業

後
、
神
戸
商
船
大
学
に
入
学
。
航
海

士
と
な
り
10
年
ほ
ど
外
国
航
路
を
巡
っ

た
。
そ
の
後
萩
に
戻
り
２
０
０
３
年
夏

に
店
を
オ
ー
プ
ン
。
ラ
イ
ト
バ
ン
の
中

が
キ
ッ
チ
ン
に
な
っ
て
い
る
移
動
カ
フ

ェ
ス
タ
イ
ル
。
営
業
時
に
は
周
り
に
テ

ー
ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

の
よ
う
に
な
る
。

「
萩
で
今
ま
で
に
な
い
も
の
、
目
立
つ

こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
」。

　
カ
フ
ェ
は
実
は
有
限
会
社
だ
。
03
年

か
ら
５
年
間
の
時
限
立
法
で
、
低
資
金

で
会
社
が
設
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
活
用
し
た
。

「
萩
で
は
何
も
で
き
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
た
ち
が
多
い
と
思
う
。
と
く
に
若

い
人
た
ち
に
、
低
資
金
で
も
会
社
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か

っ
た
」

　
商
店
街
で
は
、
月
１
回
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
３
ヶ
月
に
１
回
の
ア
マ
チ

ュ
ア
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
実
行
し
て
い
る
。
去
年
の
11
、
12
月

に
行
わ
れ
た
５
つ
の
催
し
を
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し
、
収
益
を
新
潟
中

越
地
震
へ
の
義
援
金
に
し
た
。

「
こ
の
商
店
街
が
盛
り
上
が
る
と
自
分

の
商
売
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
店
は

ど
こ
で
も
移
動
で
き
る
け
れ
ど
、
自
分

か
ら
人
の
多
い
と
こ
ろ
に
行
く
の
で
は

な
く
、
僕
が
こ
こ
へ
人
を
呼
ぶ
ん
だ
、

と
い
う
気
持
ち
が
強
い
ん
で
す
よ
」
と

語
る
。

　
カ
フ
ェ
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
次
の
展
開
も
頭
の
中
に

は
あ
る
。そ
れ
と
な
く
聞
い
て
み
た
ら
、

笑
顔
で
は
ぐ
ら
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

営
業
時
間　
11
時
〜
20
時

定
休
日　
月
曜

連
絡
先　
萩
市
田
町
ア
ー
ケ
ー
ド　
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
ジ
ョ
イ
２
０
１
内

０
９
０・２
７
２
４・４
９
６
１

よ
っ
て
絵
皿
に
盛
ら
れ
た「
ふ
く
刺
し
」

は
、
日
本
食
文
化
の
最
高
峰
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
マ
フ
グ
は
、
身
の
色

が
美
し
い
飴
色
で
、深
い
旨
み
が
あ
り
、

地
元
漁
師
さ
ん
の
中
に
は
「
味
の
点
で

は
ト
ラ
フ
グ
よ
り
、
マ
フ
グ
が
勝
る
」

と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ト
ラ
フ
グ
が
「
フ
グ
の
王
様
」
と
す

れ
ば
、
さ
し
ず
め
マ
フ
グ
は
「
フ
グ
の

女
王
様
」。
味
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
好
み

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
お
値
段
は
ト

ラ
フ
グ
の
３
分
の
１
以
下
、
安
い
時
は

何
と
10
分
の
１
。
し
か
も
、
養
殖
魚
の

多
い
ト
ラ
フ
グ
に
対
し
て
、
マ
フ
グ
は

全
て
天
然
物
。
漁
師
さ
ん
が
大
切
に
扱

い
、
港
ま
で
活
魚
で
運
ば
れ
ま
す
。
道

の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
な
ど
で
は
、

こ
の
時
期
限
定
で
、
有
毒
部
を
除
去
し

た
ミ
ガ
キ
の
状
態
で
、
産
直
通
販
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

「
フ
グ
の
女
王
」
の
味
わ
い

真
の
フ
グ

全
て
天
然
モ
ノ
、
低
価
格
も
魅
力

フグの女王

マフグマフグ

若い人でも起業できることを
アピールしたい！

中屋 達 也 さ ん（37歳）
有限会社 Jantique　取締役

ジャンティーク

（萩市椿東在住）

イ ン タ ビ ュ −

　萩市にある田町商店街。その通りに中屋達也さんが経営する
「cafe・ Jantique（カフェ　ジャンティーク）」がある。お客さん
の年齢層は商店街の利用客層とほぼ同じだが、若い人も目立つ。
元気がなくなったといわれる商店街では珍しい光景だ。

▲ふく刺し

▲
白
子
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三
見
駅
の
そ
ば
に
あ
る
酒
造
。
主
要

銘
柄
の
「
三
福
」
は
、
す
っ
き
り
と
し

た
喉
越
し
の
よ
さ
で
全
国
鑑
評
会
金
賞

を
受
賞
。

萩
市
三
見
３
３
３
５—

３

☎
（
０
８
３
８・２
７・０
０
０
６
）

　
「
長
門
峡
」は
、名
勝
長
門
峡
に
因
む
。

米
へ
の
こ
だ
わ
り
が
見
事
で
、
さ
ら
り

と
飲
め
る
名
酒
。
阿
武
川
の
地
下
水
で

仕
込
み
、
飲
み
あ
き
し
な
い
味
。

川
上
村
４
６
４—

１

☎
（
０
８
３
８・５
４・２
０
２
３
）

　

旭
村
役
場
前
に
あ
る
酒
造
。「
長
陽

旭
鶴
」
は
、
熱
燗
で
も
良
し
、
冷
酒
で

も
良
し
、
透
き
通
っ
た
味
で
、
さ
っ
ぱ

り
し
た
喉
越
し
が
魅
力
。

旭
村
明
木
３
２
４
０

☎
（
０
８
３
８・５
５・０
０
３
０
）

　
創
業
大
正
元
年
の
酒
造
店
。「
笠
山
」

（
純
米
酒
）
は
良
質
な
酒
造
好
適
米
を

高
精
白
し
、芳
醇
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
、

や
や
辛
口
の
本
格
酒
。

む
つ
み
村
高
佐
下
４
０
４

☎
（
０
８
３
８
８・８・０
０
０
３
）

　

創
業
大
正
５
年
。「
宝
船
」
は
、
漁

師
町
と
い
う
土
地
柄
か
ら
大
漁
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
。
す
っ
き
り

と
し
た
味
で
、
の
み
や
す
い
酒
。

萩
市
椿
東
３
１
０
８—
４

☎
（
０
８
３
８・２
２・０
１
３
７
）

　
阿
武
川
に
舞
い
降
り
た
鶴
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
お
酒
、そ
の
名
も「
阿
武
の
鶴
」。

昔
な
が
ら
の
き
り
り
と
し
た
味
わ
い
が

特
徴
。

阿
武
町
奈
古
２
７
９
６

☎
（
０
８
３
８
８・２・２
０
０
３
）

　
「
春
洋
正
宗
」は
、芳
醇
な
味
わ
い
で
、

し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
が
目
を

引
く
。

阿
武
町
奈
古
２
７
１
５

☎
（
０
８
３
８
８・２・２
０
０
５
）

　
「
銀
嶺
」
は
、
佐
々
並
盆
地
の
伏
流

水
で
醸
す
酒
。
果
実
酒
の
よ
う
な
香
り

と
深
み
の
あ
る
優
雅
な
味
。

旭
村
佐
々
並
２
６
０
７

☎
（
０
８
３
８・５
６・０
０
０
５
）

　
主
要
銘
柄
の
「
八
千
代
」
は
、
自
家

栽
培
の
山
田
錦
を
１
０
０
％
精
米
し
、

低
温
で
じ
っ
く
り
発
酵
さ
せ
た
手
作
り

感
の
あ
る
味
が
特
徴
。

む
つ
み
村
吉
部
下
３
３
０
６

☎
（
０
８
３
８
８・６・０
２
２
１
）

　
素
材
に
こ
だ
わ
り
、
原
料
米
は
全
量

地
元
産
の
山
田
錦
、
仕
込
水
は
蔵
の
裏

山
に
湧
き
出
る
岩
清
水
を
使
用
。
主
要

銘
柄
は
「
東
洋
美
人
」。

田
万
川
町
中
小
川
６
１
１

☎
（
０
８
３
８
７・４・０
０
０
１
）

　
明
治
35
年
創
業
。
良
質
の
お
米
を
原

料
に
手
造
り
の
酒
造
り
を
心
が
け
て
い

ま
す
。・

代
表
は
、
萩
の
歴
史
と
風
土

に
育
ま
れ
た
美
酒
「
長
陽
福
娘
」。

萩
市
東
田
町
58

☎
（
０
８
３
８・２
２・０
０
２
４
）

　
萩
城
下
、
野
山
獄
の
近
く
に
あ
る
酒

造
。
地
酒
「
一
○
正
宗
米
」
は
、
阿
武

川
の
清
冽
な
水
と
、
優
良
酒
米
で
手
作

り
さ
れ
る
地
酒
。

萩
市
今
古
萩
54

☎
（
０
８
３
８・２
２・０
０
１
４
）

　
「
と
も
え
」
は
友
と
栄
え
る
酒
と
い

う
意
味
か
ら
命
名
。
喉
越
し
の
良
い
や

や
甘
口
タ
イ
プ
。

萩
市
椿
３
０
５
４

☎
（
０
８
３
８・２
２・０
０
２
３
）

ぶちうまい！ 萩の
酒めぐり

　萩は藩政時代には 100軒以上もの造り酒屋があった酒
どころ。現在も 13の酒蔵が伝統を守っています。新酒
の完成時期に合わせ、３月 12日に開催される「萩の酒
まつり」では、その 13醸造所が参加して、清酒が披露
されます。この機会に萩の酒を味わってみませんか。

◆
中
村
酒
造

◆
三
浦
酒
造

◆
阿
武
の
鶴
酒
造

◆
八
千
代
酒
造

◆
河
野
酒
造

◆
澄
川
酒
造
場

◆
岩
崎
酒
造

◆
一
○
酒
造

◆
大
津
友
一
・
大
丸
酒
造

◆
岡
崎
酒
造
場

◆
山
根
酒
造

◆
滝
口
酒
造

◆
白
井
酒
造
本
店

全国新酒鑑評会

金賞受賞（平成 15年）

金賞受賞（平成 13〜 15年）

金賞受賞（平成12〜14年）
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宇
田
郷
の
広
石・

勝
さ
ん（
56
歳
）が
、

「
宇
田
郷
の
ス
ケ
ッ
チ
集
」
を
自
費
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
13
年
に
出
版
さ
れ
た

ス
ケ
ッ
チ
集
の
続
編
で
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
絵
が
得
意
だ
っ
た
と
い
う
広
石
さ

ん
が
、
宇
田
郷
の
建
物
や
風
景
な
ど
を

水
彩
、
色
鉛
筆
で
描
い
た
力
作
、
94
画

を
綴
っ
た
作
品
集
で
す
。

　

自
費
出
版
に
つ
い
て
広
石
さ
ん
は
、

「
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
絵
を
見

て
、
き
れ
い
な
空
気
、
豊
か
な
恵
を
も

た
ら
す
海
や
山
な
ど
、
ふ
る
さ
と
宇
田

郷
を
、
思
い
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
続
編
は
町
内
の
各
公
民

館
や
小
中
学
校
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
た

ほ
か
、
希
望
者
に
は
部
数
限
定
（
全

３
０
０
部
）で
お
譲
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

広
石
事
務
所

（
０
８
３
８
８・２・３
１
８
１
）

　
明
木
中
学
校
で
は
毎
年
、
学
校
の
畑

で
体
験
学
習
で
使
用
す
る
こ
ん
に
ゃ
く

玉
、
そ
ば
、
大
豆
を
生
徒
た
ち
が
育
て

て
い
ま
す
。
三
学
期
、
収
穫
し
た
材
料

で
１
年
生
は
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
、
２
年

生
は
そ
ば
打
ち
、
３
年
生
は
と
う
ふ
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
体
験

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
迎
え
指
導
を

受
け
な
が
ら
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。

　
　
み
ん
な
上
手
に
は
出
来
な
か
っ
た

け
れ
ど
最
後
に
試
食
を
し
な
が
ら
、
作

る
苦
労
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
話

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

旭

村

▲桑原征平さん

▲そば打ち体験

　新「萩市」は、山口県の北部に位置し、萩市、川上村、田万川町、
むつみ村、須佐町、旭村、福栄村の１市２町４村で構成され、総面
積は約６９㎢で、山口県のおよそ１割の面積を有します。周辺は、
北は日本海に面し、東部は益田市、津和野町（島根県）、南東部は
山口市、阿東町、西は三隅町、美東町に接しています。
　気候は、沿岸部においては、対馬海流の影響を受け比較的温暖で
あり、中山間部においては、盆地特有の気候であり、変化に富んだ
自然豊かな環境を有しています。

　市域共通の地域特性である豊かな「自然」、すばらしい「歴史」と「文
化」を尊重し、後世に伝えていこうという市民の意思と「健やかで
うるおいのあるまちづくり」を目指します。

　
平
成
16
年
度
田
万
川
町
「
人
権
」
を

考
え
る
集
い
推
進
大
会
が
田
万
川
町
町

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
小
学
校
３
、４
、５
、６
年
生
児

童
に
よ
る「
切
手
の
な
い
お
く
り
も
の
」

「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
飾
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
権
教

育
啓
発
応
募
作
品
入
賞
者
に
賞
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
は
、
桑
原
征
平
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
思
い
や
り
の
心
」

と
題
し
て
講
演
会
。
パ
ワ
フ
ル
で
楽
し

い
お
話
で
、
会
場
は
お
お
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

阿武町

見島

相島 尾島

櫃島

大島

Ｎ

田万

「萩

阿
武
町

田
万
川
町

町
村

の
ト
ピ

ク
ス

ッ

阿
武
郡

▲題：ウニの身とり作業

新「萩市」の概要
平成 17年３月６日　新「萩市」誕生

将　来　像
「自然と歴史、文化に抱かれた健やかでうるおいのあるまち」

●
こ
こ
ろ
の
豊
か
な
社
会
を

目
指
そ
う
！

●
宇
田
郷
の
ス
ケ
ッ
チ
集
を

自
費
出
版
、
部
数
限
定
で

希
望
者
に
！

●
明
木
中
の
体
験
学
習

■面　積　６９８．８５㎢
■人　口　６０，２８９人
■世帯数　２４，７９４世帯（人口、世帯は平成 16年 12月末現在）
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穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
た
１
月
30

日
、
村
民
体
育
館
で
平
成
16
年
度
武
道

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、

１
月
17
日
か
ら
の
武
道
寒
げ
い
古
の
納

め
会
と
し
て
開
催
さ
れ
、
小
学
１
年
生

か
ら
中
学
２
年
生
の
約
70
人
が
、
柔
道

の
部
と
剣
道
の
部
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
試
合
前
の
模
範
演
技
と
し
て
村
武
道

振
興
会
員
他
に
よ
る
剣
道
の
型
、
剣
道

二
刀
流
の
試
合
、
銃
剣
術
の
型
及
び
試

合
が
披
露
さ
れ
、
日
頃
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
演
技
に
子
ど
も
た
ち
も
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
で
は
、
保
護
者
や
友
達
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
寒
げ
い
古
で
鍛
え
た
技

を
出
そ
う
と
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。
剣
道
の
判
定
旗
や
柔
道
の
一

本
の
声
が
上
が
る
た
び
に
大
き
な
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
（
木
）、
む
つ
み
保
育
園

で
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
す
き
き
ら
い
お
に
」、「
な
き
む
し

お
に
」、「
い
じ
わ
る
お
に
」
に
扮
し
た

鬼
役
に
、
元
気
よ
く
豆
を
投
げ
る
園
児

た
ち
。
３
歳
未
満
児
は
鬼
が
こ
わ
く
て

泣
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
開
園
か
ら
約
１
年
、
園
児
た
ち
は
体

も
心
も
ず
い
ぶ
ん
成
長
し
ま
し
た
。
豆

ま
き
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
「
お
に
」
を
退
治
し
な
が
ら
、
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

福
栄
村

▶
町
旗
降
納

▲寒げい古

●須・・佐・・町「閉町式」
　　　２月 11日（祝）
●川・・上・・村「閉村式」
　　　２月 25日（金）
●田万川町「閉町式」
　　　２月 26日（土）

●むつみ村「閉村式」
　　　２月 26日（土）
●旭　村「閉村式」
　　　２月 26日（土）
●福栄村「閉村式」
　　　３月３日（木）

広
域
圏
町
村

閉
町
村
式

む
つ
み
村

　

３
月
６
日
の
合
併
を
前
に
、
２
月
11

日
、
須
佐
町
50
周
年
及
び
閉
町
記
念
事

業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
須
佐
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記

念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
功
労
団
体
へ
感

謝
状
の
贈
呈
や
町
民
歌
「
ふ
る
さ
と
須

佐
」
の
斉
唱
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
、
町
民
音
頭
「
愛
の
輪

音
頭
」
を
制
作
時
に
歌
わ
れ
た
金
沢
明

子
さ
ん
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
も
に
会
場
に

大
勢
の
町
民
の
方
が
集
ま
り
、「
須
佐

町
」
を
し
の
び
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工

会
等
町
内
団
体
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
う

ど
ん
販
売
な
ど
の
バ
ザ
ー
や
、
須
佐
町

の
景
勝
地
や
生
活
の
一
場
面
を
写
し
た

写
真
展
も
あ
り
、和
や
か
に
「
須
佐
町
」

を
語
る
姿
が
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
は
、
50
年
と

い
う
長
い
歴
史
を
祝
い
、
新
「
萩
市
」

と
し
て
の
新
た
な
出
発
に
向
け
て
、
お

祝
い
の
も
ち
ま
き
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

須
佐
町

萩広域の各役場広報担当者から、我が町紹介をしてもらいました。
●
須
佐
町
50
周
年
及
び

閉
町
記
念
事
業

●
武
道
大
会
開
催

●
豆
ま
き

　旧田万川町、旧むつみ村、旧須佐町、
旧旭村、旧福栄村は、現在の大字の前
に「萩市」がつきます。旧川上村は、
現在の番地の前に「萩市川上」がつき
ます。字の区域・名称については、変
更ありません。

住所の表示変更
　３月６日から、川上地域の全ての郵
便局は、「７５８−０１４１」に変更に
なります。
　その他の地域については、変更あり
ません。

郵便番号
　合併に伴い７市町村は同じ市域とな
りますが、電話番号（市外・市内局番）
の変更はありません。
　電話をおかけの際は、現行どおりの
市外局番をお使いください。

電話番号

▲豆まき　鬼はそと〜
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北
朝
鮮
か
ら
、
戦
後
、
父
の
故
郷
の

萩
に
引
揚
げ
、
学
生
時
代
を
ほ
と
ん
ど

過
ご
し
ま
し
た
。
美
し
い
山
、
川
、
海

の
あ
る
恵
ま
れ
た
所
で
感
受
性
の
一
番

強
い
時
代
を
過
ご
し
た
私
に
と
り
ま
し

て
は
、
心
は
何
時
も
萩
に
有
り
、
独
立

し
ま
し
た
時
は
何
も
考
え
ず
店
名
を

「
長
州
」（
赤
坂
）
と
名
乗
り
ま
し
た
。

　
勉
強
不
足
の
若
い
私
に
は
色
々
歴
史

的
な
事
を
質
問
ぜ
め
に
合
い
、
苦
労
し

た
苦
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

長
州
と
名
乗
っ
た
た
め
山
口
県
の
方
々

が
大
勢
い
ら
し
て
下
さ
り
、
大
変
可
愛

が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
銀
座
に
「
ぽ
と
す
」
を
出

し
、
バ
ブ
ル
も
経
験
し
今
ま
で
夢
中
で

走
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
40
年
余
り
の
最
後
の
城
、
年

相
応
の
小
さ
な
店
を
又
「々
小
萩
」（
銀

座
）
と
名
乗
り
、
毎
日
萩
自
慢
を
し
な

が
ら
楽
し
く
頑
張
っ
て
居
り
ま
す
。
店

内
は
山
口
弁
が
飛
び
か
っ
て
居
り
、
カ

ラ
オ
ケ
は
吉
田
松
陰
、
萩
の
母
が
よ
く

流
れ
ま
す
。

　
つ
く
づ
く
私
は
萩
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
感
じ

ま
す
。
歴
史
的
に
も
素
晴
ら
し
い
人
を

擁
し
た
私
達
は
誇
り
に
思
い
、
幸
に
思

っ
て
居
り
ま
す
。
最
低
で
も
年
に
一
度

は
墓
参
り
を
兼
ね
、萩
の
空
気
に
ふ
れ
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
現
在
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
西
村
幸
子　
萩
市
橋

本
出
身
、
萩
高
第
６
期
卒
、
69
歳

「
小
萩
」　
東
京
都
中
央
区
銀
座
８
│
５

—

24
銀
座
エ
イ
ト
ス
タ
ー
ビ
ル
４
階

（
０
３・３
５
７
４・７
１
２
３
）　

萩の店・人
「小　萩」東京都中央区銀座
　萩出身の西村幸子さん

新橋駅から徒歩５分

◀
小
萩
の
店
内

　
昨
年
の
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
12
月
28
日
の
初
戦
、
四

日
市
農
芸
と
対
戦
。
前
半
一
時
は
12
点

を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、
ロ
ス
タ
イ
ム

に
ト
ラ
イ
を
奪
わ
れ
、
後
半
も
守
勢
に

回
り
、
逆
転
を
許
し
ま
し
た
。
終
了
間

際
に
ト
ラ
イ
を
奪
い
、
意
地
を
見
せ
た

も
の
の
、
17
対
28
で
敗
れ
ま
し
た
。

　
「
前
半
は
う
ち
の
ペ
ー
ス
だ
っ
た
が
、

相
手
に
比
べ
Ｆ
Ｗ
の
走
力
が
足
ら
な
か

っ
た
。
チ
ー
ム
を
立
て
直
し
て
、
来
年

も
花
園
を
目
指
し
た
い
」と
田
村
監
督
。

初
戦
敗
退
は
３
大
会
ぶ
り
。

萩
工
業
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部　
惜
敗
！

　
萩
国
際
大
学
は
、
１
月
21
日
石
見
空

港
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
田
万
川
コ
ー
ス
（
田

万
川
町
）
を
取
得
し
、「
萩
・
石
見
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
萩
国
際
大
学
コ
ー

ス
」
と
し
て
３
月
か
ら
運
営
を
開
始
し

ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
を
所
有
す
る
大
学

は
全
国
で
も
初
め
て
。

　
大
学
は
昨
年
春
に
国
際
学
科
ゴ
ル
フ

文
化
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
、
学
生

の
ゴ
ル
フ
技
術
の
向
上
を
図
る
と
共

に
、
ゴ
ル
フ
場
の
経
営
・
管
理
、
接
客

な
ど
ゴ
ル
フ
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
際
に
体
験

で
き
、
実
社
会
お
よ
び
勉
学
の
場
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
取
得
し
た
田
万
川
コ
ー
ス
は
、
萩
・

石
見
空
港
か
ら
車
で
15
分
程
度
に
あ
る

18
ホ
ー
ル
の
本
格
的
な
ゴ
ル
フ
場
で
、

一
般
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
方
も
利
用
で
き
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ス
。
そ
の
運
営
は
、

地
元
企
業
が
設
立
し
た
会
社
に
委
託

し
、社
員
等
は
継
続
雇
用
さ
れ
、大
学
、

学
生
、
委
託
会
社
が
一
体
と
な
り
ゴ
ル

フ
場
を
運
営
し
ま
す
。

　
大
学
で
は
、
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

が
導
入
を
検
討
し
て
い
る
、
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
資
格
取
得
を
可
能
と
す
る

「
プ
ロ
ゴ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
と

い
う
制
度
に
、
候
補
と
し
て
名
乗
り
出

て
お
り
、
大
学
で
学
び
な
が
ら
、
同
時

に
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
資
格
を
得
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
、
学
生
に
と
っ
て
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

萩
国
際
大
学
、
ゴ
ル
フ
場
取
得
！

　
客
員
教
授
の
倉
本
昌
弘
プ
ロ
は
「
学

生
の
技
術
向
上
と
と
も
に
、
ゴ
ル
フ
場

の
運
営
、
管
理
、
接
客
な
ど
の
ゴ
ル
フ

ビ
ジ
ネ
ス
も
経
験
で
き
、
学
べ
る
こ
と

は
意
義
深
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
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め
ー
る
ぼ
っ
く
す　
〜
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
〜

○
猪
山
隆
平
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

　
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
届
く
の
が
楽
し

み
で
す
。
内
容
を
み
て
、
旅
行
の
計
画

を
た
て
ま
す
。
昨
秋
の
萩
博
物
館
オ
ー

プ
ン
に
伴
っ
た
旅
行
も
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
よ
り
詳
し
い
情
報
は
プ
チ

自
慢
に
も
・
・
・
。

　
今
年
３
月
は
、
椿
群
生
林
へ
の
ド
ラ

イ
ブ
を
計
画
。
と
て
も
参
考
に
な
っ
て

い
ま
す
。

○
中
山
定
夫
（
大
阪
府
大
阪
市
）

　
１
月
号
に
早
速
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え

て
頂
き
「
中
原
万
里
」
さ
ん
を
ご
紹
介

下
さ
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
声
だ
け
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
ま
し

た
が
想
像
以
上
の
萩
美
人
で
し
た
。
次

回
か
ら
も
な
つ
か
し
く
親
し
み
を
持
っ

て
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

○
澤　
辰
美
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

　
１
月
８
日
の
列
島
あ
さ
い
ち
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
）
を
き
き
ま
し
た
。
椿
ま
つ

り
と
萩
博
物
館
に
つ
い
て
対
談
形
式

で
、
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
、
と
て
も

な
つ
か
し
く
聞
き
ま
し
た
。
今
年
は
椿

の
開
花
が
早
い
よ
う
で
す
ね
。
椿
ま
つ

り
、
萩
博
物
館
、
阿
武
川
温
泉
と
ま
す

ま
す
訪
萩
の
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

○　

・・　
浩
道
（
大
阪
府
松
原
市
）

　
萩
は
ど
こ
か
ら
見
て
も
絵
に
な
り
ま

す
が
、
下
瀬
さ
ん
の
カ
レ
ン
ダ
ー
写
真

の
新
し
い
切
り
口
が
楽
し
み
で
す
。
戦

前
の
萩
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
湿
っ

ぽ
い
感
じ
で
し
た
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
紙
で
は
近
代
的
な
明
る
い
動
き
が

伝
え
ら
れ
ほ
っ
と
し
ま
す
。

　
春
の
合
併
に
よ
り
大
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。「
旬
の
味
便
り
」
に
は
商
品

の
価
格
や
取
扱
店
を
付
記
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
田
村
清
介
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

　

萩
を
離
れ
て
50
年
経
過
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
萩
は
心
の
寄
り
所
、
本
誌

は
唯
一
萩
の
き
ず
な
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

○
中
本
幸
男
（
萩
市
椿
東
）

　
こ
と
萩
に
関
し
て
は
身
近
な
ニ
ュ
ー

ス
や
情
報
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
参
考
に

し
て
い
ま
す
。
食
べ
る
、
泊
ま
る
、
観

る
、
捜
す
、
調
べ
る
、
あ
げ
る
、
遊
ぶ
、

集
ま
る
、
読
む
、
写
す
、
歩
く
ア
ラ
カ

ル
ト
か
ら
い
つ
で
も
必
要
な
も
の
を
つ

か
ま
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
充
実
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
小
田
恒
雄
（
埼
玉
県
川
口
市
）

　
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る「
萩
の
今
」

を
知
る
上
で
と
て
も
大
切
な
情
報
誌
で

す
。
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
川
口
市
で
は
２
年
に
一
度

「
盛
人
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
対
象

は
川
口
市
在
住
か
川
口
市
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
50
歳
を
迎
え
る
人
た
ち
で
す
。

今
年
11
月
に
第
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
第
１
回
目
の
「
盛
人
式
」
に
参

加
し
た
仲
間
が
中
心
と
な
り
「
盛
人
の

会
」
を
設
立
し
、
記
念
事
業
に
30
年
か

け
て
「
森
」
を
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
開
始
。
私
は
途
中
か
ら
「
盛
人

の
会
」
に
加
入
し
、
こ
の
森
（
盛
人
の

森
と
呼
ぶ
）
つ
く
り
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
子
供
た
ち
が
自
然
の
中
で

遊
べ
、
生
き
物
に
触
れ
る
こ
と
で
命
の

大
切
さ
を
感
じ
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
森
で
作
業
を
し
て
い
ま
す
と
萩
で
過

ご
し
た
川
遊
び
や
山
遊
び
を
し
た
子
ど

も
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
ま
す
。
リ
タ
イ

ア
後
の
今
、
地
域
に
何
か
し
ら
役
立
つ

こ
と
が
し
た
い
思
い
と
郷
里
の
萩
の
良

さ
を
地
域
に
広
め
た
い
思
い
が
つ
よ
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
萩
は
い
い
と
こ
で
す
ね
」
と
言
っ

て
く
れ
て
い
る
周
囲
の
方
た
ち
か
ら
、

次
は
「
萩
は
ま
ち
じ
ゅ
う
が
博
物
館
で

す
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
萩
を
思
う
全
国
の
人

た
ち
に
「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
行
き

わ
た
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
盛
人
の
会
Ｈ
Ｐ
」U

R
L　

http

：
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seijin5050/

　

去
る
２
月
３
日
、
萩
市
民
館
に
て
、

「
食
彩
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

萩
・
阿
武
地
区
の
食
材
の
良
さ
を
再
評

価
し
、
地
産
地
消
の
輪
を
広
げ
て
行
く

た
め
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
。
当
日
は
生
産

者
・
一
般
消
費
者
・
食
品
流
通
や
飲
食

業
関
係
者
な
ど
約
１
５
０
名
が
参
加
、

地
産
地
消
運
動
に
参
加
し
て
い
る
飲

食
店
や
地
域
の
料
理
研
究
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
数
多
く
の
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
が

出
品
さ
れ
た
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か

ら
代
表
的
な
料
理
を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

で
試
食
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
参

加
者
に
は
大
好
評
。
試
食
に
供
さ
れ
た

料
理
は
約
30
種
、
い
ず
れ
も
萩
阿
武
産

の
海
の
幸
・
山
の
幸
を
素
材
に
使
い
、

素
材
の
良
さ
を
う
ま
く
引
き
出
し
た
メ

ニ
ュ
ー
ば
か
り
。
萩
阿
武
地
区
産
品
の

味
の
実
力
を
充
分
に
実
感
で
き
た
。
午

後
か
ら
は
生
産
者
・
流
通
・
消
費
者
・

旅
館
な
ど
の
各
代
表
者
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
地

産
地
消
の
大
切
さ
と
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
さ
れ

た
。
主
催
は
、
阿
武
・
萩
地
域
地
産
・

地
消
協
議
会
。

▲約 30種の地産地消メニューが並んだ、試食コーナー。
バラエティーに富んだ料理の数々は、萩阿武地区産品の
味の実力を感じさせた。

地
産
地
消
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

萩
地
区
「
食
彩
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
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末
期
か
ら
新
種
の
貝
が
た
く
さ
ん
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
分
、
魚
類
や
他
の

海
洋
生
物
で
も
特
別
な
多
様
さ
を
持
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
本
業
は
、
海
洋
生
物
の
調

査
研
究
で
す
が
、
博
物
館
を
通
じ
て
、

萩
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
豊
か
な

萩
の
海
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
企
画

を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
萩
に
は
数
多
く
の
歴
史
的
資
産
が
あ

り
、
そ
れ
ら
は
手
軽
に
近
づ
い
て
見
た

り
触
れ
た
り
で
き
ま
す
が
、
海
に
は
ち

ょ
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
浜
か

ら
眺
め
て
い
る
だ
け
で
は
海
の
持
つ
魅

力
は
ほ
ん
の
一
部
、
足
を
水
辺
に
つ
け

て
み
る
、
膝
ま
で
海
に
つ
か
っ
て
み
る

こ
と
で
、
驚
く
よ
う
な
新
発
見
が
あ
り

ま
す
。
き
っ
と
、
す
ご
く
面
白
い
海
の

そ
ば
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
て
も
ら
え
る
自
信
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
地
元
の
中
学
生
グ
ル
ー
プ

約
30
人
と
一
緒
に
「
海
の
授
業
」
と
題

し
て
、
萩
の
海
の
微
小
貝
を
調
べ
て
い

ま
す
。
浜
に
出
て
水
に
つ
か
っ
て
小
さ

な
貝
を
採
集
、
そ
れ
を
分
類
し
て
レ
ポ

ー
ト
に
ま
と
め
る
、
そ
し
て
、
そ
れ
を

展
示
し
生
徒
た
ち
自
身
が
説
明
、
多
く

の
人
々
に
伝
え
て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
で

完
結
、
元
気
な
中
学
生
と
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
専
門
は
海
洋
生
物
学
で
す
。
小
学
校

低
学
年
の
頃
、
当
時
の
郷
土
博
物
館
・

吉
松
先
生
が
主
催
さ
れ
て
い
た
自
然
観

察
会
に
定
期
的
に
参
加
し
て
い
た
こ
と

が
、
生
き
物
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

で
し
た
。
昆
虫
と
か
植
物
と
か
、
と
に

か
く
生
き
物
が
大
好
き
で
、
自
宅
で
ハ

ム
ス
タ
ー
を
何
匹
も
飼
育
し
て
い
た
ほ

ど
で
す
。

　

海
洋
生
物
と
の
決
定
的
な
出
会
い

は
、
明
倫
小
４
年
の
頃
、
近
く
の
菊
ヶ

堀　

成し
げ
お夫

さ
ん（
33
歳
）

夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 
萩
の
海
の
面
白
さ
を
、
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

萩
博
物
館　
学
芸
係
主
任

研
究
で
き
る
大
学
が
あ
ま
り
無
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
、
あ
の

憧
れ
の
奥
谷
先
生
が
、
東
京
水
産
大
学

の
教
授
陣
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で

す
。

　
迷
う
こ
と
な
く
東
京
水
産
大
学
に
進

学
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
先
生
の
研
究
室

を
訪
ね
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
手
が
付

け
ら
れ
て
い
な
い「
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
」

の
貝
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
ま
し
た
。
全

世
界
に
約
５
０
０
０
種
、
日
本
産
で
約

７
０
０
種
も
い
る
と
さ
れ
る「
微
小
貝
」

の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
大
き
さ
は
ほ
ん
の

２
〜
３
㎜
の
小
さ
な
巻
貝
、
ア
ワ
ビ
や

サ
ザ
エ
な
ど
他
の
生
物
に
寄
生
し
て
生

き
て
い
る
貝
で
す
。
菊
ヶ
浜
の
砂
を
一

握
り
取
っ
て
、
良
く
見
れ
ば
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
学
の
研
究
室
で
は
毎
晩
遅
く
ま

で
、
こ
の
小
さ
な
貝
た
ち
を
、
顕
微
鏡

下
で
解
剖
し
、
消
化
管
や
生
殖
巣
を
切

り
分
け
る
と
い
っ
た
ミ
ク
ロ
の
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
、
約
14
年
振
り
に
萩
に
戻
っ
た

の
で
す
が
、
改
め
て
こ
こ
萩
の
海
は
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
海
の
南
の
玄
関
口
と
い
う
立

地
、
し
か
も
対
馬
暖
流
の
影
響
を
直
接

受
け
る
海
、
貝
に
関
し
て
言
う
と
、
幕

（
萩
市
江
向
在
住
）

　
ま
た
、萩
博
物
館
で
２
月
末
ま
で「
萩

の
海　
新
発
見
・
再
発
見
」
と
題
し
た

市
民
参
加
型
の
特
別
展
示
も
実
施
。
市

民
か
ら
博
物
館
に
提
供
の
あ
っ
た
テ
ン

ガ
イ
ハ
タ
や
ア
カ
ナ
マ
ダ
な
ど
の
珍
し

い
海
洋
生
物
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
、
こ
の
面
白
い
海
を
研
究

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
萩
を
離

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
、
帰
省
の
折

に
は
、
幼
い
時
期
に
見
た
萩
の
海
の
記

憶
、
そ
の
時
の
海
が
今
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
是
非
、
萩
の
海
に
触
れ
て
確
か

め
て
下
さ
い
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
46
年
萩
市
熊
谷
町
生
ま
れ
。
明

倫
小
、
明
経
中
、
萩
高
を
経
て
、
東
京

水
産
大
学
へ
進
学
、博
士
課
程
修
了（
専

門
は
海
洋
生
物
学
）。
卒
業
後
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
、
シ
ド
ニ
ー
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
で
貝
の
研
究
、

帰
国
後
、
科
学
技
術
振
興
機
構
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。
平
成
16
年
、

萩
に
戻
り
、
萩
博
物
館
勤
務
。

足
元
の
海
で
拾
っ
た
サ
ク
ラ
貝

微
小
貝
を
研
究

萩
の
海
は「

発
見
の
あ
る
面
白
い
海
」

浜
で
、き
れ
い
な
桜
貝
を
拾
っ
た
こ
と
。

そ
れ
か
ら
貝
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

桜
貝
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
10
種
類
以

上
が
あ
る
の
で
、
貝
類
図
鑑
に
載
っ
て

い
る
全
て
を
揃
え
た
く
て
、
時
間
が
あ

れ
ば
浜
に
出
て
貝
の
採
取
。
今
で
も
当

時
に
採
集
し
た
標
本
が
自
宅
の
倉
庫
に

沢
山
残
っ
て
い
ま
す
。

　
学
研
の
貝
類
図
鑑
の
執
筆
者
・
奥
谷

先
生
に
憧
れ
て
、
海
洋
生
物
の
研
究
者

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
も
、
そ
の
頃

か
ら
。
萩
高
に
進
学
し
て
、
進
学
先
の

大
学
を
い
ろ
い
ろ
と
リ
サ
ー
チ
、
貝
を

市
民
と
一
緒
に

ふ
る
さ
と
の
海
研
究

▲萩博物館交流ゾーンに置かれたミニアクアリウム
　“小さな萩の海” の前で

◀
市
民
参
加
型
の
特
別
展
示
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京キ
ョ
ン
ギ
ド
ウ

畿
道
世
界
陶
磁
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

は
、
韓
国
京
畿
道
で
開
か
れ
る
、
世
界

67
か
国
、陶
芸
家
３
０
０
０
人
が
参
加
、

陶
磁
分
野
で
最
高
権
威
を
誇
る
国
際
的

祭
典
で
す
。

　

三
輪
和
彦
氏
は
、
利イ
チ
ョ
ン川
世
界
陶
磁

セ
ン
タ
ー
Ⅰ
で
開
催
さ
れ
る
「
世
界
現

代
陶
磁
展
」に
新
作
を
出
展
予
定
で
す
。

作
品
は
、
直
径
約
１
４
０
㎝
、
重
さ
約

３
０
０
㎏
の
大
き
な
器
で
す
。

と　
き　
４
月
23
日
（
土
）
〜
６
月
19

日
（
日
）

と
こ
ろ　
韓
国　
京
畿
道
利
川
市
、
広

州
市
、
驪
州
市

問
い
合
わ
せ　

京
畿
道
世
界
陶

磁
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
広
報
事
務
局

（
０
３・３
５
７
５・９
８
２
３
）

　
萩
地
域
と
か
か
わ
り
の
深
い
花
々
に

つ
い
て
、
美
術
工
芸
、
歴
史
、
民
俗
、

自
然
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
総
合
的
に

紹
介
し
ま
す
。

鏡
の
中
の
宇
宙
展

12
月
10
日
〜
平
成
17
年
３
月
12
日

瀬
戸
陶
芸
の
精
華
展

平
成
17
年
度
特
別
展

４
月
23
日
〜
６
月
12
日

　
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
華
麗
な
瀬
戸
陶

芸
の
歴
史
を
各
時
代
の
代
表
作
で
振
り

返
り
ま
す
。

明
治
絵
・
文
明
開
化

の
世
界
展

６
月
18
日
〜
７
月
10
日

加か

守も

田だ

章
二
展

７
月
16
日
〜
９
月
４
日

東
ア
ジ
ア中

世
海
道
展

９
月
17
日
〜
11
月
27
日

　
明
治
維
新
に
よ
っ
て
、
旧
時
代
の
江

戸
か
ら
新
都
・
東
京
を
中
心
に
し
て
急

速
に
西
洋
の
近
代
化
へ
と
変
貌
し
て
い

く
様
相
を
当
館
が
所
蔵
す
る
明
治
絵
を

通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
鋭
敏
な
感
性
と
現
代
的
知
性
、
作
陶

に
つ
い
て
の
豊
富
な
想
像
力
を
も
っ
て

現
代
日
本
の
陶
芸
界
に
異
彩
を
放
っ
た

　
12
〜
16
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
の
海
を
舞

台
に
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
や
周
辺
の

地
域
が
相
互
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
育

ん
だ
交
流
の
歴
史
と
文
化
の
煌
め
き

を
、
考
古
・
文
献
・
美
術
・
民
族
史
料

な
ど
の
学
術
的
な
視
点
と
多
様
な
資
料

で
紹
介
し
ま
す
。

　
中
国
山
東
省
と
の
友
好
交
流
事
業
の

第
６
回
目
の
展
覧
会
。
古
来
日
本
人
が

憧
れ
求
め
て
き
た
中
国
の
銅
鏡
を
、
銅

鏡
の
製
作
が
盛
ん
で
あ
っ
た
春
秋
・
戦

国
時
代
か
ら
唐
時
代
ま
で
の
名
品
を
通

し
て
、
日
本
に
お
け
る
銅
鏡
の
ル
ー
ツ

を
紹
介
し
ま
す
。

☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

シ
リ
ー
ズ
山
東
文
物
６

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
休

館
日　
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日
が
休
館
、５
月
２
日
は
開
館
）

入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

８
０
０
円
（
シ
リ
ー
ズ
山
東
文
物
は
、

一
般
７
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円
）

山
口
県
立
萩
美
術
館・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

幕
末
長
州
の

モ
ノ
づ
く
り

平
成
18
年
２
月
４
日
〜

萩
博
物
館新

収
蔵
品
展

平
成
17
年
度
企
画
展

４
月
28
日
〜
６
月
28
日

　
こ
こ
最
近
、
萩
博
物
館
に
は
新
し
く

資
料
が
寄
贈
、
あ
る
い
は
寄
託
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
中
心
に
、
絵

画
・
墨
跡
・
古
文
書
・
陶
磁
器
・
刀
剣
・

考
古
資
料
・
民
俗
史
料
な
ど
を
選
り
す

ぐ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
博
物

館
の
収
蔵
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
が

つ
づ
る
吉
田
松
陰
伝
展

７
月
９
日
〜
９
月
４
日

合
併
記
念
特
別
展

９
月
17
日
〜
10
月
16
日

発
掘
さ
れ
た
城
下
町
展

10
月
29
日
〜
平
成
18
年
１
月
22
日

　
イ
ギ
リ
ス
の
文
豪
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス

ン
は
、
世
界
で
初
め
て
松
陰
の
伝
記
を

書
き
ま
し
た
。
彼
が
な
ぜ
松
陰
の
存
在

を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
松
陰
伝
を
描
き

出
し
た
の
か
、
ま
た
彼
の
人
生
に
松
陰

が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
自
身
が
つ
づ
っ
た

文
章
と
国
内
外
の
関
係
資
料
を
駆
使
し

て
解
き
明
か
し
ま
す
。

文
化
財
を
持
っ
て
い
ま
す
。
合
併
を
記

念
し
て
、
地
域
の
貴
重
な
文
化
財
を
掘

り
起
こ
し
紹
介
し
ま
す
。

　
萩
博
物
館
が
立
地
し
て
い
る
大
野
毛

利
家
上
屋
敷
遺
跡
や
萩
城
外
堀
遺
跡
で

は
、
城
下
町
に
住
む
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

の
生
活
や
娯
楽
に
か
か
わ
る
遺
物
が
大

量
に
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物

を
中
心
に
展
示
し
、
遺
物
が
語
り
か
け

る
萩
城
下
の
人
々
の
暮
ら
し
や
技
術
を

紹
介
し
ま
す
。

　
幕
末
期
、
萩
の
郡
司
鋳
造
所
で
は
洋

式
大
砲
を
鋳
造
し
て
い
ま
し
た
。
郡
司

鋳
造
所
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し

た
多
様
な
遺
物
や
、
郡
司
家
伝
来
の
文

献
資
料
等
を
通
し
て
、
長
州
藩
に
お
け

る
モ
ノ
づ
く
り
の
一
端
を
紹
介
し
ま

す
。

（
☎
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
休

館
日　
な
し

入
場
料　
一
般
５
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０

円

萩
博
物
館
だ
よ
り

萩　芸術・文芸の広場

『
宝
島
』
の
作
者

　

合
併
し
新
し
い
萩
市
と
な
る
旧
１

市
２
町
４
村
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る

陶
芸
家　
三
輪
和
彦
氏

小
さ
な
御
仏
た
ち
展

３
月
13
日
ま
で

　

南
北
朝
時
代
の
金
銅
仏
の
な
か
か

ら
、
美
術
史
的
価
値
の
高
い
作
例
を
中

心
に
73
点
を
紹
介
し
ま
す
。

陶
芸
家
、
加
守
田
章
二
の
造
形
の
軌
跡

を
紹
介
し
ま
す
。

萩
の
花

│
椿
・
サ
ザ
ン
カ
・
梅
・
桜
│

４
月
17
日
ま
で

◎
企
画
展

京
畿
道
世
界
陶
磁

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
展

◎
企
画
展

シ
リ
ー
ズ
山
東
文
物
５
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さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
「
灯
り
と
宴
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
器
や
、「
カ
タ
チ
カ
ラ
カ
タ
チ
へ
」

と
題
し
、
二
人
一
組
で
造
形
を
連
係
さ

せ
る
『
カ
タ
チ
』
の
連
想
ゲ
ー
ム
の
よ

う
な
試
み
の
企
画
で
す
。

と　

き　

３
月
４
日
（
金
）
〜
13
日

（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
呉
服
町

　

ぎ
ゃ
ら
り
ー
彩
陶
庵

（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
０
）

■
蔵
貫
信
展
「
Ｚ
ｏ
ｏ
」

　

蔵
貫
信
の
イ
ラ
ス
ト
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　

き　

３
月
５
日
（
土
）
〜
20
日

（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
西
田
町
24

　

Ｙ
ｏ
ｕ
工
房
（
萩
工
房
）

（
０
８
３
８・２
２・２
４
２
７
）

■
躍
動
会
展

　

萩
市
の
画
家　

藤
崎
恒
頼
を
は
じ

め
と
す
る
萩
市
、
長
門
市
、
宇
部
市
の

画
家
25
人
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
28
日
（
木
）
〜
５
月
１

日
号
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

藤
崎
恒
頼
さ
ん

（
０
８
３
８・２
６・０
６
０
５
）

■
「
秘
史
を
伝
え
る
石
造
遺
物
〜
山
口

県
北
部
の
歴
史
と
文
化
」

　
川
上
村
の
阿
武
義
和
さ
ん
（
文
）
と

段
飾
り
を
中
心
に
、
毛
利
家
の
女
性

た
ち
が
愛
で
慈
し
ん
だ
お
雛
さ
ま
の

数
々
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
３
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　

防
府
市
多
々
良

１
│
15
│
１　

毛
利
博
物
館

（
０
８
３
５・２
２・０
０
０
１
）

■
萩
・
大
屋
窯
展

　
大
屋
窯
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
８
日
（
火
）
ま
で

と
こ
ろ　

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通

２
│
３
│
27　

待
鳥
ビ
ル
５
０
７

　

ム
ー
ビ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
望
雲

（
０
９
２・７
３
３・１
１
３
５
）

■
萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

　

萩
市
内
に
残
っ
て
い
る
江
戸
か
ら

昭
和
ま
で
の
古
い
雛
人
形
を
展
示
。
旧

久
保
田
家
住
宅
に
は
、
大
小
15
組
の
雛

壇
の
上
に
６
０
０
個
以
上
の
雛
人
形

や
雛
道
具
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
３
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　

萩
市
呉
服
町　

旧
久
保
田

家
住
宅
、
萩
市
川
島　
旧
湯
川
屋
敷
ほ

か問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

■
彩
陶
庵
の
企
画
展

●
萩
・
４
人
の
う
つ
わ
│
弐

　

萩
焼
作
家　

金
子
司
、
中
島
大
輔
、

野
坂
和
左
、
浜
中
史
朗
の
作
品
が
展
示

龍
泉
庵

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
（
広
島
）
の
催

し
「
萩
か
ら
の
贈
物
」

　
「
萩
陶
苑
」
の
萩
焼
展
示
即
売
、
萩

の
海
産
物
販
売（
３
月
３
日
入
荷
予
定
）

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
抽
選
で
萩
の
旅

館
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
る
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
ま
す
。

と　
き　
３
月
８
日
（
火
）
ま
で

と
こ
ろ　
広
島
市
中
区
紙
屋
町
２
│
２

│
２
紙
屋
町
ビ
ル
１
階　
お
い
で
ま
せ

山
口
館（
０
８
２・５
０
４・７
０
０
１
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

　
萩
焼
作
家　
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
30
日
（
水
）
〜
４
月
５

日
（
火
）

と
こ
ろ　
米
子
市
角
盤
町　
米
子
タ
カ

シ
マ
ヤ（
０
８
５
９・２
２・１
１
１
１
）

■
兼
田
昌
尚
展

　
萩
焼
作
家　
兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
21
日（
木
）〜
27
日（
水
）

と
こ
ろ　
松
江
市
朝
日
町　
一
畑
百
貨

店
（
０
８
５
２・５
５・２
５
０
０
）

■
毛
利
博
物
館
の
企
画
展

●
お
雛
さ
ま

　
丸
顔
の
愛
ら
し
い
次
郎
左
衛
門
雛
の

　
萩
市
関
係

と
こ
ろ　

鎌
倉
市
小
町
２

—

23—

６
日
蓮
の
辻
説
法

通
り　

カ
マ
ク
ラ
コ
ー
ゲ
イ

（
０
４
６
７・２
５・１
７
６
６
）

■
襲
名
披
露
十
二
代
三
輪
休
雪　

オ

ー
ロ
ラ　
展

　

萩
焼
作
家　

三
輪
休
雪
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

４
月
12
日
（
火
）
〜
18
日

（
月
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区　

三

越
日
本
橋
本
店
６
階
特
選
画
廊

（
０
３・３
２
４
１・３
３
１
１
）

■
大
阪
指
月
会
総
会　
60
周
年
記
念

　

大
阪
指
月
会
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
４
月
17
日
（
日
）
正
午
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

大
阪
市
北
区　

大
阪
弥
生

会
館
（
０
６・６
３
７
３・１
８
４
１
）

■
内
村
幹
雄
食
器
展

　

萩
焼
作
家　

内
村
幹
雄
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

４
月
３
日
（
日
）
〜
18
日

（
月
）

と
こ
ろ　

大
津
市
向
陽
町
14
│
８　

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

■
「
お
と
ず
れ
│
物
語
の
予
兆
」
展

　
陶
芸
家　
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
２
日（
水
）〜
12
日（
土
）

と
こ
ろ　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南

２
│
１
│
17　
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
千

鳥
ヶ
淵
１
階　

ニ
キ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
冊

（
０
３・３
２
２
１・４
２
２
０
）

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
展

　
陶
芸
家　
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
１
日（
火
）〜
６
日（
日
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区　

三

越
日
本
橋
本
店
７
階
催
物
会
場

（
０
３・３
２
４
１・３
３
１
１
）

■
『
陶
』
食
の
う
つ
わ
展

　
萩
焼
作
家　
三
輪
壽
雪
、三
輪
休
雪
、

三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
15
日（
火
）〜
21
日（
月
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区　

三
越

日
本
橋
本
店
６
階
美
術
特
選
画
廊

（
０
３・３
２
４
１・３
３
１
１
）

■
納
冨
晋　
作
陶
展

　
萩
焼
作
家　
納
冨
晋
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
30
日
（
水
）
〜
４
月
４

日
（
月
） 　

関
東
地
区

　
山
口
県
関
係

　
関
西
地
区

　
中
国
地
区

　
九
州
地
区

出
版
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平
成
16
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
８

か
月
間
、
読
売
新
聞
山
口
県
版
に
連
載

　
平
成
15
年
９
月
か
ら
今
年
の
１
月
ま

で
朝
日
新
聞
山
口
県
版
に
全
51
回
に
わ

た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
関
西
の
防
長
」

が
１
冊
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
連
載
は
、平
成
16
年
３
月
か
ら
、

ど
も
た
ち
に
授
業
を
し
ま
す
。

放
映
予
定　
５
月　
水
曜
日

放
映
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

■
Ｃ
Ｍ
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国
」

　
萩
で
人
力
車
を
ひ
く
中
原
省
吾
さ
ん

や
萩
の
ま
ち
を
中
心
と
し
た
Ｃ
Ｍ
。
平

安
橋
や
菊
ヶ
浜
、
河
添
河
川
敷
な
ど
で

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

放
映
予
定　
４
月
上
旬
ま
で

放
映
エ
リ
ア　
中
国
５
県

■
映
画
「
萩
焼　
十
一
代
三
輪
休
雪
の

鬼
萩
」

　
「
キ
ネ
マ
旬
報
」
２
０
０
４
年
度
文

化
映
画
ベ
ス
ト
・
テ
ン
で
第
６
位
に
選

ば
れ
た
作
品
。
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
（
人
間
国
宝
）
で
あ
る
十
一
代
三
輪

休
雪
（
現
壽
雪
）
の
創
作
の
様
子
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ラ
ー
37
分

ビ
デ
オ
発
売
中　
５
万
２
５
０
０
円

企　
画　
文
化
庁

製　
作　
桜
映
画
社

（
０
３・３
４
７
８・６
１
１
０
）

萩
市
椿
東
の
波
多
野
洋
子
さ
ん
（
写

真
）
が
自
費
出
版
し
た
写
真
集
。
萩

市
や
周
辺
町
村
の
山
中
や
竹
や
ぶ
に

点
在
す
る
石
像
や
石
仏
、
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
信
仰
対
象
と
見
ら
れ
る
遺

物
な
ど
１
５
０
点
を
紹
介
。
７
０
０

部
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
４
判
／
１
７
０
ペ
ー
ジ

　
３
８
０
０
円

申
し
込
み　
阿
武
さ
ん

（
０
８
３
８・５
４・２
７
０
３
）

■
「
課
外
授
業　

よ
う
こ
そ
先
輩
〜

陶
芸
家
十
二
代
三
輪
休
雪
篇
〜
」

　

こ
の
番
組
は
、
各
界
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
方
が
母
校
の
小
学
校
で
授

業
を
し
、
そ
の
方
の
原
点
を
探
り
ど

の
よ
う
に
自
分
の
世
界
を
作
り
上
げ

て
き
た
か
伝
え
る
番
組
で
す
。

　

萩
市
立
椿
東
小
学
校
出
身
の
萩
焼

作
家
三
輪
休
雪
さ
ん
が
、
母
校
の
子

●
「
松
陰
先
生
の
こ
と
ば
」
明
倫
小
学

校
監
修

●「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
足
跡
を
追
う
旅
」

宮
地
ゆ
う
著

問
い
合
わ
せ　
萩
も
の
が
た
り
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・３
２
３
３
）

さ
れ
た
「
萩
歴
史
ス
ケ
ッ
チ
」
の
計
77

回
分
が
１
冊
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

連
載
を
続
け
る
う
ち
、「
毎
回
切
り
抜

き
を
し
て
い
る
。
楽
し
み
に
読
ん
で
い

ま
す
。」「
ぜ
ひ
本
に
し
て
、
萩
の
史
跡

探
訪
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
」
な
ど
の
反

響
が
あ
る
な
ど
、
大
変
好
評
を
博
し
て

い
た
連
載
で
す
。

　
萩
の
歴
史
の
再
発
見
を
狙
い
に
し
た

同
書
は
、
見
慣
れ
た
史
跡
、
景
観
の
中

に
秘
め
ら
れ
た
史
実
や
ロ
マ
ン
、
政
治

ば
か
り
で
な
く
、
経
済
や
文
化
な
ど
各

分
野
で
活
躍
し
た
萩
出
身
の
人
々
に
ス

ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
新
政
府
へ
の
反
発
か
ら
起

テ
レ
ビ
・
映
画
情
報

き
た
萩
の
乱
、
幕
末
の
尊
王
攘
夷

論
の
高
ま
り
で
失
脚
し
、
壮
絶
な

死
を
遂
げ
た
藩
士
・
長
井
雅う
た楽

、

明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
後
、
フ

ラ
ン
ス
の
芸
術
運
動
「
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
に
強
い
影
響
を
与

え
た
日
本
画
家
の
高
島
北
海
ら
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
読
め
る
よ
う
に
と
、
平

易
な
文
章
で
簡
潔
に
ま
と
め
、
地

図
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
５
判
／
１
４
０
ペ
ー
ジ

定　
価　
１
５
０
０
円

発　
行　
読
売
新
聞
西
部
本
社

３
月
20
日
発
行
予
定

廣兼聡さん　　　（萩市）
中村久信さん　　（栃木県矢板市）
清地治正さん　　（東京都町田市）
山村将雄さん　　（山口市）
吉岡敏法さん　　（防府市）
豊田松夫さん　　（藤沢市）
中田幸子さん　　（横浜市）
小野五枝さん　　（東京都大田区）
村上浩三さん　　（栃木県各務原市）
㈲忠小兵衛蒲鉾本店（萩市）
山下嘉憲さん　　（山口市）
豊田貞雄さん　　（山口市）
河村伴昌さん　　（千葉県我孫子市）
栗山展種さん　　（千葉市）
柳井薫さん　　　（千葉県四街道市）
仁保義和さん　　（川崎市）
加藤敦子さん　　（名古屋市）
西田彰徳さん　　（横浜市）
（2004.12.22〜 2005.2.23　加入者18人）

新規加入会員ご紹介

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
、「
関
西
の
萩
」

と
題
し
て
連
載
し
て
き
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
芦
屋
市
で
生
ま
れ
た
著
者
が

山
口
県
に
移
り
住
ん
で
15
年
。
山
口
県

を
「
第
二
の
故
郷
と
い
う
べ
き
な
の
だ

ろ
う
」
と
語
る
著
者
が
関
西
の
中
に
存

在
す
る
「
防
長
」
を
紹
介
。

　
「
造
幣
局
の
桜
の
通
り
抜
け
を
は
じ

め
た
遠
藤
謹
助
は
も
と
長
州
藩
士
で
あ

る
」「
初
代
大
阪
駅
長
は
高
杉
晋
作
の

義
弟
だ
っ
た
」「
兵
庫
県
で
伊
藤
博
文

は
初
代
知
事
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
、
関
西
と
防
長
の
接
点
を
興
味
深

く
探
り
ま
す
。

　
「
防
長
人
は
東
京
に
対
し
て
憧
れ
を
、

関
西
に
対
し
て
親
し
み
を
持
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
か
ら
山
口
県

か
ら
出
、
関
西
で
活
躍
し
よ
う
と
志
す

『
関
西
の
中
の
防
長
』

故
郷
を
後
に
し
た
防
長
人
が

紡
ぎ
だ
し
た
ド
ラ
マ
の
数
々

一
坂　
太
郎　
著

（
萩
博
物
館
特
別
学
芸
員
）

横
木　
稔
郎　
著

（
読
売
新
聞
萩
通
信
部
）

『
萩
歴
史
ス
ケ
ッ
チ
』

萩
の
歴
史
を
た
ど
る
入
門
編
！

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
第
３
回

萩
も
の
が
た
り

若
い
方
た
ち
の
指
針
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
い
う
密
か
な
期
待
も
あ

る
」
と
著
者
は
語
り
ま
す
。

　
Ａ
５
判
／
１
２
０
ペ
ー
ジ

定　
価　
１
２
０
０
円

発　
行　
春
風
文
庫

３
月
１
日
発
行
予
定

　　　◆購入ご希望の方は、萩ネットワーク協会（０８３８・２５・３１７８）まで

４
月
発
行
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　　　その②　【見　島】

萩沖の島々。前回の見島【上編】では、島の内陸部を中心にレ
ポート、今回は、見島の豊穣な海にスポットを当ててみます。度々
仕事で島に渡りますが、やはり見島の海は、お魚もケタ外れに
多く、スゴイです。　　　　　　（取材・文　中澤さかな）

①北灯台付近／島の北端、北灯台付近に浮かぶ漁
船。島の周辺では、いちばん潮通しの良い場所で、
秋冬のシーズンには、本マグロの回遊も見られる。
この先約 150㎞に朝鮮半島が。

④イカ干し／見島近海はイカ類の好漁場。宇津漁港の空き地で
は、あちこちでイカを干す風景が見られる。見島産ケンサキイ
カの一夜干しは、甘みと厚みがあって、柔らかくとっても美味
しい。地元でドンコと呼ばれるアオリイカの一夜干しも逸品。

⑦釣り師、垂涎の島／大型ヒラ
マサ・大型マダイがコンスタン
トに釣れ、本マグロも狙える好
ポイントとして、釣り師にとっ
てはまさに垂涎の島。毎年秋に
は、クロマグロトーナメントも
開催される。

⑧離島体験／見島ならではの手付
かずの自然や伝統工芸などを実体
験できる「見島感動体験」が、こ
の４月より本格的にスタート。建
て網漁の漁業体験や伝統凧の製作
体験など、全国的に見ても希少な
プログラムも多い。

③ウニの殻割り／海の幸に恵まれた見島、
その中でも一番人気がウニ。高価なウニを
惜しげも無くたっぷり使った「ウニ飯」は
見島の名物。これを味わいたくて、わざわ
ざ見島を訪れる観光客もいるほど。

⑥本まぐろ／青森県大間とならんで
近海マグロ漁場として全国的に有名
な見島。毎年秋から冬にかけて、大
型本マグロ水揚げのニュースが飛び
込んできます。今シーズンも好調で、
現地港の秤（250 ㎏まで計測）を
振り切る超大物が続々と。

⑤おしあいの館／昨年春、本村漁港にオー
プンした展示施設。伝統和船競争（おしあ
い）に使用する五丁櫓和船や、古い船道具、
伝統漁具が展示されている。見島の海のミ
ニ博物館。

②八里ヶ瀬／北灯台から北方向に約 20マイル進
むと、日本海有数の漁場「八里ヶ瀬」がある。水
深約 150 ｍから一気に 50ｍ近くまで駆け上るよ
うな複雑な海底地形と、この瀬にぶつかるように
流れる対馬暖流が、豊かな海の幸を育む。

■見島への定期航路
　萩商港（浜崎町）発着
　大人　1,890 円
　問い合わせ　萩海運㈲
　　　　　　　0838・26・1093
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